
 本日は報告事項だけお話しさせていただき
ます。 

3月1日子どもフェスティバルに参加させて
いただきました。そこで皆様からの浄財を贈
呈し、ご挨拶をいたしてまいりました。その
後、子どもたちと一緒に体操をしましたが、
全く体が硬くまた動きについていけず、いか
に老化したかを思い知らされました。 

やはり日ごろの鍛錬が必要です、皆様もど
うぞ適切な自分に合ったトレーニングを心掛
けてください。 

 

 

【ソング】 「四つのテスト」 

【会長挨拶･報告】 

【コラム】  池田長示君 

【幹事報告】 

【出席報告】       

【ニコニコBOX報告】 

【委員会報告】 

【行事】クラブフォーラム 

    (会長エレクトPETS報告)                 
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Toba  Rotary  Club 

本日の例会プログラム 

3/4ホームクラブ 27/36 75.00％ 

2/18確定出席率 28/36 77.78% 

 

【ソング】「The Rotary Song」 

【コラム】 中村和寛君 

【行事】 クラブフォーラム 

次回の予告  ３月２５日 

前回の記録  ３月４日 

会長挨拶・報告 

2015年３月18日 第2477回 会報通算第2151回 

            「煌めきを集め 輝きに」第５１期鳥羽ロータリークラブテーマ 

【ソング】「君が代」「奉仕の理想」 

【コラム】 吉田一喜君  

【行事】■３月お祝い 

    ■会員卓話  

     中野多賀子君・濱口和美君 

幹事報告 

◆グループ別会員増強研修セミナーについて 
 交通手段：現地集合 
 乗り合わせご希望の方は幹事まで。 
◆次回例会は、3/18(水)です。来週3/11(水) 
 は特別休会につき例会はございません。 
◆加藤龍太郎100年物語祝宴の記念品代は、親 
 睦預かり金より捻出させていただきます。 
◆回覧：鳥羽市子どもフェスティバル協賛の  
    礼状及び写真 
◆近隣クラブ例会変更はございません。 
◆事務局休業のお知らせ 
 3/10(火)は事務局員私用のため 
 

委員会報告 

◆親睦活動委員会⇒加藤龍太郎100年物語祝宴の 
 出欠の回覧をさせていただきます。 
◆城山築城推進委員会⇒しろやま嘉隆まつりに 
 開催のお知らせ 日時：4月11日(土) 
 詳細は追ってご連絡いたします。 
◆会員増強委員会⇒例会後、会員選考プロジェ 
 クト委員会を開始いたします。 
◆情報委員会⇒「友」の紹介 

mailto:tobarc@poplar.ocn.ne.jp


■中野多賀子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出席率を重視する中、仕事で出張していた為2月
には一度も例会に出席できず申し訳ありませんで
した。 
 今回は東北の福島県、南の鹿児島県への出張の
お話をさせていただきます。 
 2月3日から9日間、郡山市内のデパートにて伊勢
志摩パールフェアーに出店させていただきました。
ここは連続14年間雪の降るこの寒い時期に出向い
ています。おかげさまで顧客様というよりお友達
が沢山でき、いつも温かく迎えてくれ私達もお会
い出来るのを楽しみに行っていました。今回いつ
も仕事を終えて行くお食事処のご主人が郡山北Ｒ
Ｃの会員であることを初めて知り、私もロータリ
アンであることをお話ししたら、エレクトをはじ
め北ＲＣのメンバーとの交流の場を設けて下さい
ました。そして来年の2月に再度こちらに来たとき
は是非メークアップを！又、北ＲＣの皆さんも観
光を兼ねて鳥羽ＲＣにメークアップに行きます！
と話しは弾みました。しかし残念ながら今年の売
上が悪かった為、来年は出展できなくなりました。
北ＲＣさんとの約束も果たせないまま、又、長年
可愛がっていただいたお客様ともお別れとなり、
淋しい思いで帰って来ました。 
 次ぎに2月17日から9日間、鹿児島市内のデパー
トに出店させていただきました。市内は初めてで
したが、とても都会で街は活気づいてお客様の装
いもお洒落な方が多くいらっしゃいました。私達
の売り場はエレベーターのすぐ近くに位置してお
り、ガラス張りのエレベーターのドアが開く度に
大きな山が目の前に見えるのです。都会のど真ん
中に不自然な山！何とその山は桜島でした！遠く
からは見たことがあっても、こんなに近くでお仕
事をしていたなんて思いもよりませんでした。し
かも期間中数回の噴火があり、その噴煙の高さは
驚く程で思わず昨年9月の御嶽山の大噴火を思い出
し恐怖を感じましたが、地元の人達は平然と買い
物をしていました。でも、火山灰が風により運ば
れ外出時にはマスクがいる、そして窓を開けっ放
しにできない、車がすぐに真っ白になってしまう
という悩みを抱えていました。 
  

 今月2月中に東北、そして九州へ出向きましたが 
同じ日本でありながら気候の差、食生活、方言
等々仕事以外の免で色々勉強になりました。 
でも、私はやはり生まれ育った空気の美味しい風
光明媚なこの鳥羽が一番いいなと感じた出張でし
た。 
 
■濱口 和美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今日は皆さんに２つのことをお話させていただ
きます。ひとつは＜ＣＨＡＮＣＥ／ＣＨＡＬＬＥ
ＮＧＥ／ＣＨＡＮＧＥ＞ということば、そしてそ
れに関連づけた「鳥羽なかまち」の取り組みにつ
いてです。 
 チャンスの神様は前髪しかなくて一瞬のうちに
通り過ぎてしまうので、その前髪をさっと掴まな
いとあっという間にいってしまう、という話を聞
いたことがあります。私は今までの人生の中でい
くつかのチャンスを掴み、またいくつかのチャン
スを逃してきたように思います。ただチャンスを
掴むのも逃すのも、それは自分の意思です。逃す
ときは一瞬の気の迷いが生じた時だと思います。
でも私は落胆するつもりはありません。次のチャ
ンスを掴みにいけばいいと思っています。 
 先日、志摩の友人とおしゃべりしていた時に、
友人は、今年の私のテーマは＜ＣＨＡＮＣＥ／Ｃ
ＨＡＬＬＥＮＧＥ／ＣＨＡＮＧＥ＞といっていま
した。チャンスを掴み、そしてチャレンジする、
そうすれば自分はチェンジ（変わる）することが
できる。私もこのテーマをもらおうと思いました。 
そして私の今年のテーマ＜ＣＨＡＮＣＥ／ＣＨＡ
ＬＬＥＮＧＥ／ＣＨＡＮＧＥ＞として取り組もう
としているのは「鳥羽なかまち」についてです。 
「鳥羽なかまち」は会としては昨年１１月に発足
しました。鳥羽３丁目～４丁目にかけて、１１か
所１４人の会員でスタートしました。そもそもは
２年前に「大庄屋かどや」が開館し、かどや保存
会としては催し物をいろいろ企画し、たくさんの
方に来ていただこうとしていましたが、それ以外
にもかどや周辺の街並みをもっと歩いていただき
レトロな昭和の雰囲気を楽しんでいただければと
いうことを話し合っていました。さっそくアクシ 



ョンをとったのが若いふたり（小崎さや香さ
ん・遠藤美和さん）でした。発足に至るまでの
１年半、界隈の店舗さんの１軒１軒を訪ねて自
分たちの趣旨を話し、協力を求めました。私の
実家糀屋にも来ていただきましたが、母も最初
は相手にしませんでしたが、何度か話していた
だくうちにそういう趣旨ならということで納得
したそうです。１１か所の中には西念寺さんも
入っていますが、西念寺さんは鳥羽城主だった
内藤家の墓所ということもあり、時々檀家さん
だけではなく観光客も内藤家について話を聞き
に訪れていたそうです。若いふたりは檀家だけ
でなく誰でも参加できる写経をしてほしいとお
願いしました。西念寺さんは最初渋っていまし
たが、ふたりの１年がかりのお願いにとうとう
根負けして、それからは迅速に手筈を整えてく
ださり、西念寺の本山である知恩院さんに子供
たちも連れ家族総出ででかけ、写経のノウハウ
を教わりにいき、１月からスタートし毎月行わ
れることになりました。私も１月から始めまし
た。なかなか楽しいひと時をすごさせていただ
いています。この２月２２日には始めて「鳥羽
なかまちマーケット」を開催し、たくさんの
方々で賑わいました。私も昨年まで丹生のふれ
あいの館のレストラン「サラダボール」で月１
回行っていたワンデイシェフを１２月で卒業し、
なかまちにある実家「こうじや」でお弁当を販
売しました。当日は大盛況でおかげさまでお昼
前に４０食のお弁当と２０食のサンドイッチを
完売いたしました。メイン会場であるプリンク
Ｍさんとその近所の倉庫をかたずけオープンに
間に合わせた会場も、そして大正琴のコンサー
トを開催していた「かどや」も大賑わいでした。 
 これは鳥羽市役所はじめ商工会議所・観光協
会・旅館組合等多くの方々の協力もあり、本当
にありがたかったです。ただ「なかまち会」が
一番大切にしていることはＤＩＹ(Do it 
yourself)、自分たちの力で何とか始めよう！ど
うしてもできないところは皆さんに手伝ってい
ただこう、という気持ちです。私は若いふたり
からこの精神をあらためて気づかされました。
これからも「なかまち」はいろいろな活動が目
白押しです。空き家の活用、外から新規事業を
やりたい人を呼び込みたい、レンタサイクル事
業もやりたい。また高齢化による事業継承問題
等課題もたくさんありますが、「かどや」を中
心にひとつひとつ丁寧に取り組んでいこうとし
ています。そして将来的には鳥羽駅まで続くこ
の町並みのすべてが「なかまち」として賑わっ
てくれればと願っています。まだ始まったばか
りの取り組みですが、私はこの取り組みを私自
身のチャンスととらえ、チャレンジし、その暁
には自分自身がチェンジしているのではと期待 

しています。 
 私も過去に何度かチャンスを掴みチャレン
ジし、自分自身変わってきました。 
長いサラリーマン生活の中で、私は様々な仕
事に携わりました。今考えると最初の仕事以
外はすべて自ら望んで異動し手に入れた仕事
でした。最初は秘書で入社し、リーダーにな
り、部下を持つ立場になり、人事の仕事に携
わりました。ただひとつだけ決めていたこと
は定年まで会社に勤めようということでした。
会社人生の後半は会社自体が終身雇用という
わけではなくなったため、状況がかなり厳し
いものでしたが、それなりにやりがいのある
仕事についてきたと思います。ただ私が何か
を始めようと思うとき、いつも心がけている
ことは、最悪の事態はどこかということを始
めるときに決めようとしていることです。 
たぶん皆さんの大半は経営者ですので当然な
がら思っていることだと思います。そして与
えられた、あるいは掴み取ったチャンスは、
チャレンジしない後悔より、チャレンジした
後悔を選ぼう、そうすれば自分には何かしら
変化があるだろうということでした。 
 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 
●日 時 2015年3月9日(月)13：00～15：30 

●会 場 伊勢商工会議所5階大ホール 

●出席者 小川会長、松田正人、中村和寛、 

     中野多賀子、池田長示、吉田一喜、 

     中村正人、前田敬太郎(地区要請)       

                （計8名） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 



奥野幸良様(伊勢度会ＲＣ) 

   ・久し振りにお邪魔いたします。 

小川君・子どもフェスティバルに参加させて頂き、 

    ご挨拶をさせて頂きました。 

増田君・伊勢度会ＲＣ奥野さん、ようこそ鳥羽へ。  

    ありがとうございます。 

   ・多賀子さん、和美さん、卓話楽しみにし 

    ております。 

松田(正)君・本日の行事は美女二人の卓話です。    

    多賀ちゃん、和美さん、よろしくお願い 

    します。 

加藤君・来る３月１６日で満１００歳になります。  

    会員誕生日御祝 

宮濵君・３月１日鳥羽子どもフェスティバル無事 

    終える事ができました。小川会長には朝 

    早くからご出席をいただきましてありが 

    とうございます。鳥羽ＲＣの皆様これか 

    らもよろしくお願いします。 

   ・育成市民会議広報誌「月桂樹」ができま  

    した。ロータリークラブの皆様、これか 

    らもよろしくお願いします。 

吉川(保)君・久し振りに例会に出席させていただ 

    きます。 

   ・入会記念日御祝(２月) 

吉田君・本日コラムをさせていただきます。宜し 

    くお願い致します。 

松田(音)君・中野多賀子さん、濱口和美さん、卓 

    話楽しく聞かせていただきます。 

濱﨑君・コラム吉田一喜さん、卓話中野多賀子さ 

    ん、濱口和美さん、楽しみにしておりま 

    す。本日も宜しくお願い致します。 

小林君・中野多賀子君、濱口和美君、本日は卓話 

    ご苦労様です。楽しみにしています。 

   ・携帯が鳴りました。申し訳ございません。 

西川君・都合により早退させていただきます。 

    よろしくお願いします。 

   ・夫人誕生日御祝 ・結婚記念日御祝 

濱口君・本日卓話させていただきます。つたない 

    話となりますが眠らないで聞いて頂ける 

    か心配です。 

中野君・２月は一度も例会に出席できず申し訳あ 

    りませんでした。今日は卓話をさせてい 

    ただきます。 

     

 

 

 

 

ニ コ ニ コ B O X 

３月４日 

～コラム～                          

               吉田 一喜 

 

 先日、鳥羽商工会議所料飲部会で「日本経済

をアベノミクスと株式市場でみる！」という勉

強会の講師をさせていただきました。その時の

１時間を３分間に短縮しコラムさせていただき

ます。 

 現代、金融関係に携わっていらっしゃる方は

多いと思いますが、増田さんは会計のプロ、銀

行は銀行業のプロ、証券会社は証券業のプロ、

保険会社は保険業のプロであり、私は出資リス

クを背負い利回りを追求する投資家の目線から、

お金のお話をさせていただきます。 

 安倍首相が行ったアベノミクス３本の矢、そ

れは「大胆な金融緩和」「積極的財政出動」

「成長戦略」を３本の矢と表現しております。

中でも「大胆な金融緩和」についてお話をさせ

て頂きます。 

 世の中に出まわっているお金の総量をマネー

ストックと呼びます。マネーストックには、Ｍ

1、Ｍ2、Ｍ3という指標がありますが、Ｍ2を元

にお金の量を説明します。西暦2003年から自民

党が圧勝した選挙2012年12月までの10年間、お

金の総量の推移は650兆円から10年かけて810兆

円まで増えています。民主党政権時代を含めて

日銀は15年にわたるデフレを脱却しようとし、

何もしなかった訳ではなく、お金の総量は年間

16兆平均で増やし続けていました。しかし、ご

存知のようにデフレ脱却にはなりませんでした。

その2012年12月以降どのくらい増えたかといい

ますと、大胆に増やしております。2015年1月、

日銀速報によりますと僅か2年余りで900兆円ま

で世の中のお金の量を増やしております。つま

り、年間45兆円。それ以前の3倍の増加です。 

 日経平均は1万9千円の手前まできました。し

かしながら、世界の先進国株式市場と比べると

日本の株式市場は１株利益からいっても１株資

産からいっても割安です。世界の先進国株式市

場に並ぶ為には、１株資産から計算すると日経

平均2万6千円になって初めて平均に追いつきま

す。世界経済の大きなクラッシュが無い限りに

於いては、まだまだ株式投資を始めるに当たっ

て遅いことはありません。日本経済の発展のた

めに企業を応援する意味で、中･長期で株式を

持つことをお勧めします。 


